
　地域の商店街を取り巻く環境が変化する中、韮崎市商工会では、大学生
との協働により学生の目線から「ちょっと気になるお店」を専門家と一緒
になって総合的にプロデュースする「にらさき☆店（スターショップ）プロ
デュースプロジェクト」に取り組んでいる。
　本事業は、県内の８つの大学、短大で構成される未来計画研究社の「Ｍｉ
ｒａｉプロジェクト」の一環であり、平成２９年度は審査や学生自身により
選考された２４のプロジェクトが実施されており、商工会の取り組みは韮
崎市の１ヵ所となっている。　
　学生の目線を取り入れた地域商店の情報発信への取り組みを紹介する。
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　（詳細記事は１０ページに記載）

大学生のアイデアやマンパワーを活用
〜商品やサービスの魅力を伝えるための物語をつくり、商店街の賑わいづくりに取り組む〜

機関紙「商工会やまなし」は、地域で頑張る経営者の
皆様を応援していきます

一人ひとりの経営力の向上をバックアップします
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  2〜3ｐ … 青年部連合会・女性部連合会

  組織化５０周年記念式典

4ｐ …商工会新年互礼会／女性部連合会交流研修会

5〜6ｐ … 各種共済のお知らせ

7ｐ …一歩夢向うへ・星野商店

8ｐ …商工会ＴＯＰＩＣＳ
　　　県連中期計画
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　　　中小企業景況調査

10ｐ…商工会なう／
　　　しあわせ調査員のクチコミ情報
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第二部：記念講演会

次の５０年もふるさとへの
一層の貢献を誓う

青年部連合会・女性部連合会組織化５０周年記念式典を開催

　

十
二
月
七
日
、
昭
和
町
・
ア
ピ
オ
甲
府

に
お
い
て
青
年
部
連
合
会
・
女
性
部
連

合
会
組
織
化
50
周
年
記
念
式
典
を
県
内

二
十
三
商
工
会
の
青
年
部
・
女
性
部
員
約

二
五
〇
名
が
出
席
し
開
催
し
た
。

　

ご
来
賓
約
五
〇
名
の
ご
臨
席
の
も
と
第

一
部
の
記
念
式
典
で
は
、
国
歌
斉
唱
、
県

内
二
十
三
商
工
会
青
年
部
・
女
性
部
の
紹

介
に
続
い
て
、
㓛
刀
県
青
連
会
長
お
よ
び

原
田
県
女
性
連
会
長
、
中
村
県
連
会
長
が

挨
拶
。
そ
の
後
、
県
産
業
労
働
部
渡
邊
和

彦
次
長
、
植
村
和
宣
全
青
連
相
談
役
、
末

武
栄
子
全
女
性
連
会
長
か
ら
の
祝
辞
が

あ
っ
た
。

　

青
年
部
連
合
会
・
女
性
部
連
合
会
の
そ

れ
ぞ
れ
の
歴
代
会
長
と
と
も
に
女
性
部
連

合
会
は
「
誓
い
の
こ
と
ば
」
を
、
ま
た
青

年
部
連
合
会
は
「
青
年
部
宣
言
・
誓
い
の

こ
と
ば
」
を
唱
和
し
、
改
め
て
決
意
宣
言

と
し
た
。
そ
の
後
、
そ
れ
ぞ
れ
の
歴
代
会

長
を
代
表
し
て
、
県
女
性
連
か
ら
は
、
後

藤
芙
美
子
第
六
代
会
長
よ
り
、
ま
た
県
青

連
か
ら
は
、
小
林
修
初
代
会
長
よ
り
挨
拶

が
あ
っ
た
。
続
い
て
、
県
女
性
連
の
島
津

副
会
長
よ
り
、
組
織
化
50
周
年
を
記
念
し

て
青
年
部
・
女
性
部
共
同
事
業
と
し
て
実

施
し
た
「
エ
コ
キ
ャ
ッ
プ
回
収
事
業
」
の

活
動
報
告
が
あ
っ
た
。

　

第
二
部
の
記
念
講
演
会
で
は
、
株
式
会

社
ス
ノ
ー
ピ
ー
ク
の
山
井
太
社
長
か
ら

「T
h
e S

n
ow

 P
eak

 W
ay

 

～
ス
ノ
ー
ピ
ー

ク
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
と
事
業
戦
略
～
」
と
題

し
て
の
講
演
が
あ
っ
た
。

　

第
三
部
の
記
念
交
流
会
で
は
、
㓛
刀
県

青
連
会
長
の
挨
拶
の
後
、
関
東
ブ
ロ
ッ
ク

商
工
会
女
性
部
連
合
会
連
絡
協
議
会
の
柏

木
京
子
会
長
（
神
奈
川
）
か
ら
乾
杯
の
ご

発
声
を
い
た
だ
き
、
和
や
か
な
雰
囲
気
の

中
、
県
女
性
連
に
よ
る
ス
コ
ッ
プ
三
味
線

の
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
が
披
露
さ
れ
、
関
東

ブ
ロ
ッ
ク
商
工
会
青
年
部
連
絡
協
議
会
の

田
熊
祐
介
会
長
（
群
馬
）
の
締
め
の
挨
拶

を
も
っ
て
、
本
式
典
は
盛
況
の
う
ち
に
幕

を
閉
じ
た
。

県
女
性
部
連
合
会
会
長

原
田　

重
子 

氏

県
商
工
会
連
合
会
会
長　

中
村
己
喜
雄 

氏

全
青
連
相
談
役　

植
村　

和
宣 

氏

県
青
年
部
連
合
会
会
長　

㓛
刀
孝
次
郎 

氏

全
女
性
連
会
長　

末
武　

栄
子 

氏

県
産
業
労
働
部
次
長

渡
邊　

和
彦 

氏

県
女
性
連
第
六
代
会
長　

後
藤
芙
美
子 

氏

県
青
連
初
代
会
長　

小
林　

修 

氏

青
年
部
連
合
会
・
女
性
部
連
合
会
会
長

歴
代
会
長
代
表

挨
拶
・
祝
辞
を
戴
い
た
方
々

〈
順
不
同
〉
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山梨県商工会青年部連合会・女性部連合会

組織化５０周年記念事業
「エコキャップ」回収事業報告
　山梨県商工会青年部連合会・女性部連合会組織化５０周年

の記念事業として、誰でも参加できる身近な ｢エコ｣ 及び ｢ 社

会貢献 ｣ 活動を実施した。各商工会の青年部員・女性部員が

ペットボトルのキャップ回収事業に組織をあげて取り組み、プ

ラスチックの再資源化や二酸化炭素の排出抑制を図り、地球

環境の改善に貢献するとともに、こどもたちの未来を守る活動

「子どもワクチン支援」に協力し、目標ポリオワクチン数５３０人

分 ( キャップ数５６９,５００個 ) を目的に実施した。

　　　　目　標　達　成　約６２５人分

　　　　キャップ回収個数　６８０，１８０個

寄贈先：認定特定非営利活動法人　世界の子供にワクチンを

　　　　日本委員会

協　力：国土興産株式会社（韮崎市）

検 索

　地域の支援機関との連携を通じ、中小企業･小規模事業者の事業ライフステー
ジに応じた保証制度の活用を促すキャンペーンを実施し、地方創生･地域の活性
化に寄与することを目的としています。

本　　　　店 甲府市飯田２-２-１（山梨県中小企業会館）
 TEL 055-235-9700　FAX 055-232-0160
 フリーダイヤル　0120-970-260
 URL：http://cgc-yamanashi.or.jp
 E-mail：shinpo-yamanashi@rondo.ocn.ne.jp
富士吉田支店 富士吉田市下吉田2-31-14
 TEL 0555-22-0992　FAX 0555-22-0921

当協会では、職員による無料相談を実施しております。経営改
善・設備投資・新規開業など、経営に関するご相談を常時受け
付けております。
　　下記、お問い合わせ先までお気軽にご連絡ください。

無料金融・経営相談について
○当協会では、職員による無料相談を実施しております。経営改
善・設備投資・新規開業など、経営に関するご相談を常時受け
付けております。
　　下記、お問い合わせ先までお気軽にご連絡ください。

山梨県信用保証協会 検 索

期　　間：平成29年12月１日～平成30年３月31日まで
対象制度：○創業支援機関連携部門
　　　　　　・創業応援保証エール(エール･ウーマン含む)
　　　　　　・創業保証ステップ
　　　　　○経営改善・事業承継連携部門
　　　　　　・事業承継Ａ、Ｂ、Ｃ
　　　　　　・経営力強化保証
※その他、｢○金融機関連携部門｣もあり、一部の保証制度において
　0.1％～0.2％の保証料割引もございます。

やまなし活性化スクラムキャンペーン

県女性連「誓いのことば」県青連「青年部宣言・誓いのことば」

５０周年の節目に発行した記念誌

第三部：記念交流会　女性部によるスコップ三味線
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女
性
部
連
合
会
で
は
、
十
一
月
二
十
九

日
に
昭
和
町
、
ア
ピ
オ
甲
府
に
お
い
て
女

性
部
交
流
研
修
会
を
開
催
し
た
。

　

主
張
発
表
大
会
で
は
、
各
ブ
ロ
ッ
ク
の

代
表
三
名
が
女
性
部
活
動
を
通
じ
て
得
た

体
験
や
成
果
な
ど
を
発
表
し
た
。
審
査

の
結
果
、
最
優
秀

賞
（
知
事
賞
）
に

は
、「
女
性
部
活

動
に
参
加
し
て
～

原
点
に
返
っ
て
継

続
は
力
な
り
～
」

を
テ
ー
マ
に
発
表

し
た
昭
和
町
商
工

会
女
性
部
の
古
島

麻
生
子
さ
ん
が
輝

き
、
七
月
に
神
奈

川
県
で
開
催
さ
れ

る
関
東
ブ
ロ
ッ
ク
大
会
に
山
梨
県
代
表
と

し
て
出
場
す
る
。
そ
の
後
開
催
さ
れ
た
女

性
経
営
者
セ
ミ
ナ
ー
で
は
、
坪
内
美
樹
先

生
を
お
招
き
し
て「
チ
ー
ム
力
を
上
げ
て
、

地
域
を
元
気
に
し
よ
う
！
」
を
テ
ー
マ
に

講
演
を
行
い
、
参
加
者
は
改
め
て
各
地
域

に
お
け
る
商
工
会
の
女
性
部
活
動
の
意
義

を
再
認
識
す
る
機
会
と
な
っ
た
。

　

一
月
十
日
、

昭
和
町
の
ア
ピ

オ
甲
府
に
お
い

て
、
商
工
会
連

合
会
並
び
に
県

内
商
工
会
主
催

に
よ
る
平
成

三
十
年
新
年
互
礼
会
を
開
催
し
た
。
互
礼

会
に
は
、
後
藤
知
事
や
国
会
議
員
を
は
じ

め
と
す
る
来
賓
の
方
々
及
び
商
工
会
役
職

員
、
関
係
団
体
代
表
者
ら
約
二
〇
〇
名
が

出
席
し
た
。

　
㓛
刀
孝
次
郎
県
青
連
会
長
の
司
会
に
よ

り
互
礼
会
は
和
気
あ
い
あ
い
の
内
に
進
行

し
、中
村
己
喜
雄
県
連
会
長
は
挨
拶
で『
地

方
の
中
小
企
業
や
小
規
模
事
業
者
は
、
働

き
手
の
不
足
、
消
費
人
口
の
減
少
に
よ
る

売
上
の
伸
び
悩
み
な
ど
、
厳
し
い
状
況
と

な
っ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な

中
、
商
工
会
は

小
規
模
事
業
者

に
寄
り
添
っ
た

伴
走
型
支
援
に

よ
り
持
続
的
な

め
て
い
く
』
と
新
年
の
抱
負
を
述
べ
た
。

　

ま
た
、
県
内
を
中
心
に
活
動
し
て
い
る

Ｎ
Ｙ
Ｔ
の
那
由
多
さ
ん
と
哲
也
さ
ん
に
よ

る
バ
イ
オ
リ
ン
と
ギ
タ
ー
の
演
奏
が
披
露

さ
れ
、
祝
宴
に
華
を
添
え
た
。
会
場
で

は
多
く
の
出
席

者
の
交
流
が
図

ら
れ
た
後
、
万

歳
三
唱
が
行
わ

れ
、

新

年

互

礼
会
は
盛
会
の

内
に
幕
を
閉
じ

た
。

祝辞を述べられる後藤知事

新春を迎え、交流を深める出席者

年頭のあいさつをする中村県連会長

発表する古島麻生子さん
（最優秀賞）

会
員
企
業
の
飛
躍
に
向
け
て

        

中
期
計
画
の
着
実
な
実
行
を
図
る

   

多
く
の
参
会
者
を
迎
え
「
商
工
会
新
年
互
礼
会
」
を
開
催

女
性
部
連
合
会
が
『
交
流
研
修
会
』
を
開
催

古
島
麻
生
子
さ
ん
（
昭
和
町
）
が
山
梨
県
の
代
表
に
！

経
営
が
図
ら
れ
る
よ
う
、
支
援
を
行
っ
て

い
る
。
県
連
と
し
て
も
「
商
工
会
は
会
員

の
た
め
に
、
商
工
会
連
合
会
は
商
工
会
の

た
め
に
」
と
の
考
え
を
念
頭
に
支
援
の
方

向
性
と
目
標
を
掲
げ
た
中
期
計
画
づ
く
り

に
取
り
組
ん
で
き
た
。
本
年
も
会
員
企
業

の
皆
様
の
持
続
的
な
経
営
を
支
援
し
、
県

内
経
済
が
活
力
あ
る
年
と
な
る
よ
う
、
努

新年の抱負

坪内美樹先生による講演会
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　「かいじ共済」の平成 28 年度の保険期間（平成 28 年
10 月１日から平成 29 年９月 30 日まで）の利益配当
金が確定いたしました。
　この利益配当金は 12 月 20 日にご契約者様の掛金引
落口座に振り込みました。

　利益配当金　  保険料1円あたり44.4851%

〈本年度の実績〉
１　純保険料	 	 32,379,393円

２　お支払いした保険金等
　　死亡保険金 7件 3,900,000円
　　災害保険金 １件 1,200,000円
　　高度障害保険金 ０件 0円
　　災害入院給付金 12件 586,800円
　※災害通院見舞金 33件 462,500円
　※病気入院見舞金 53件 590,000円
　※結婚祝金 28件 280,000円
　※出産祝金 60件 600,000円

　　　合　　　計	 194件	 7,619,300円

※見舞金及び祝金は、山梨県商工会連合会独自の給付金制度です。

① 70 歳６ヶ月までの方がご加入できます。

② 一年毎に収支決算を行い剰余金が生じた場合、契
約者配当金としてお返しします。

③ 独自の給付制度として、病気入院・災害通院見舞金、
　 結婚・出産祝金をお支払いします。

④ 会社または事業主が、役員または従業員のために
負担する掛金は、全額損金または必要経費に算入
できます。その掛金は、役員または従業員の所得
税の対象にもなりません。

平成 28 年度

かいじ共済 利益配当金のおしらせ

かいじ共済は、山梨県
商工会連合会とアク
サ生命保険㈱が共同
開発した独自の共済
制度です。

制度の特色
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星野商店

対
象
者

対
象
者

インターネットで最新の求人情報をどうぞ http://www.sangyokoyo.or.jp/
甲府市丸の内2-14-13 ダイタビル2F

高年齢退職予定者キャリア人材バンク事業について

事業主経由での登録の場合
雇用確保措置終了日（退職日）後の就業について仲介・あっせんを行います

事業主様にご相談ください

60歳から65歳の在職者の方で、雇用確保措置終了後に働く事を希望する方
※雇用確保措置終了前の2年以内に登録ください

一般登録の場合
60歳以降の就業について仲介・あっせんを行います

下記事務所までご相談ください

60歳から65歳の誕生日までの在職者および離職者
※離職者とは離職後１年以内の方を言います

高年齢者の65歳以降の就業を支援します。キャリア人材バンクに登録するには…

　

「
星
野
さ
ん
、
待
っ
て
る
だ
よ
」

　

ひ
な
た
ぼ
っ
こ
を
し
な
が
ら
、
笑
顔
で
話
す

ト
ミ
エ
さ
ん
と
タ
マ
エ
さ
ん
（
写
真
）。

　

間
も
な
く
軽
快
な
音
楽
と
と
も
に
軽
自
動

車
が
現
れ
る
と
、
素
早
い
作
業
で
荷
台
が
開
か

れ
、
そ
こ
に
「
星
野
商
店
」
が
開
店
し
た
。

　

星
野
賀
央
さ
ん
（
３６
）
は
、
ト
ラ
ッ
ク
ド
ラ

イ
バ
ー
を
経
て
家
業
の
食
料
品
店
を
継
い
だ
。

そ
の
後
、
既
存
の
経
営
形
態
か
ら
の
脱
却
と
、

人
の
た
め
に
な
る
仕
事
を
し
た
い
と
い
う
思

い
か
ら
考
え
つ
い
た
の
が
「
移
動
販
売
」
だ
っ

た
。

　

事
業
立
ち
上
げ
か
ら
五
年
ほ
ど
が
経
過
。こ

れ
ま
で
一
軒

一
軒
を
歩
い

て
Ｐ
Ｒ
を
行

い
、
地
道
な
努

力
で
顧
客
を

広
げ
て
き
た
。

　

現
在
は
商

工
会
か
ら
事

業
計
画
の
立

案
な
ど
経
営

支
援
を
受
け
る
中
、
持
続
化
補
助
金
を
活
用

す
る
な
ど
、
販
売
先
の
拡
大
に
取
り
組
ん
で
い

る
。

　

移
動
販
売
は
重
労
働
だ
。
星
野
さ
ん
の
場

合
、
朝
四
時
の
仕
入
れ
か
ら
一
日
が
始
ま
る

と
、
各
販
売
ポ
イ
ン
ト
を
駆
け
廻
り
、
帰
宅
す

る
の
は
夜
の
七
時
過
ぎ
と
な
る
。

　

そ
ん
な
毎
日
を
支
え
て
い
る
の
は
、「
待
っ

て
く
れ
て
い
る
人
が
い
る
」
と
い
う
思
い
な
の

だ
そ
う
だ
。

　

お
店
づ
く
り
に
も
妥
協
は
な
い
。
野
菜
、
鮮

魚
、
菓
子
、
惣
菜
、
調
味
料
・
・
・
品
揃
え
も

驚
く
ほ
ど
豊
富
。
売
れ
筋
の
研
究
や
仕
入
方
法

の
工
夫
な
ど
、
少
し
で
も
良
い
モ
ノ
を
安
く
提

供
し
よ
う
と
努
力
を
続
け
て
い
る
。
特
に
こ
だ

わ
っ
て
い
る
の
は
海
鮮
商
品
。
刺
身
な
ど
は
美

味
し
い
と
評
判
で
、
最
近
で
は
若
い
世
代
の
お

客
さ
ん
も
わ
ざ
わ
ざ
買
い
に
く
る
こ
と
も
あ

る
ほ
ど
だ
。

　

移
動
販
売
は
火
曜
～
土
曜
日
。一
日
を
か
け

て
市
川
三
郷
町
を
中
心
に
二
〇
～
三
〇
カ
所

の
拠
点
を
廻
る
。
各
販
売
拠
点
へ
は
週
一
回
程

移
動
販
売
で
地
域
を
支
え
る

　
　
　
　
　
　
～
笑
顔
と
本
気
が
売
り
物
～

　
　
　
　 

星
野
商
店

　
　
　
　 

　
　 

星 

野  

賀 

央 

さ
ん

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（
市
川
三
郷
町
商
工
会
）

の
ペ
ー
ス
で
訪
問
し
て
い
る
。

　

ト
ミ
エ
さ
ん
、
タ
マ
エ
さ
ん
も
、
週
一
回
の

買
い
物
を
楽
し
み
に
し
て
い
る
。
二
人
と
も
買

い
物
の
最
中
、
笑
顔
で
話
し
て
い
る
姿
が
印

象
的
で
あ
っ
た
。
ニ
コ
ニ
コ
と
時
間
を
惜
し
ま

ず
、
丁
寧
に
応
対
す
る
星
野
さ
ん
が
届
け
て
い

る
の
は
、
単
に
商
品
だ
け
で
は
な
い
の
だ
と
思

う
。

　

二
人
は
、
こ
の
後
、
買
い
物
し
た
ば
か
り
の

お
惣
菜
を
分
け
合
い
、
お
し
ゃ
べ
り
を
楽
し
み

な
が
ら
食
べ
る
の
だ
そ
う
だ
。

　

地
域
に
と
っ
て
な
く
て
は
な
ら
な
い
星
野

商
店
さ
ん
。
こ
の
灯
を
消
し
て
し
ま
っ
て
は
い

け
な
い
。

星野さん（左）とトミエさん（中）、タマエさん（右）

星野さんの両親が作っ
た寿司や惣菜もある

〒409-3611
住所：市川三郷町大塚 4168-7

TEL/FAX：055-272-8813

■営業時間：　

午後０時～午後７時

■定休日：

星野商店・割烹ほしの（月曜）

移動販売（日曜・月曜）
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商
工
会
連
合
会
は
、
今
年
度
の
重
点
事

業
と
し
て
「
県
連
中
期
計
画
」
の
作
成
に

取
り
組
ん
で
お
り
、
十
二
月
二
十
一
日
に

行
わ
れ
た
理
事
会
・
会
長
会
議
合
同
会
議

に
お
い
て
、
最
終
案
が
承
認
さ
れ
た
。

　

本
計
画
は
、
平
成
二
十
六
年
に
「
小
規

模
企
業
振
興
基
本
法
」
並
び
に
「
改
正
小

規
模
支
援
法
」
が
公
布
さ
れ
た
こ
と
を
受

け
て
、
経
営
発
達
支
援
事
業
が
商
工
会
の

事
業
に
追
加
さ
れ
る
な
ど
、
商
工
会
に
求

め
ら
れ
る
役
割
が
多
様
化
す
る
中
、
商
工

会
支
援
の
充
実
と
そ
の
為
の
組
織
の
あ
り

方
、
財
政
の
健
全
化
等
に
つ
い
て
、
今
後

の
方
針
を
示
す
も
の
で
あ
る
。

　

計
画
は
平
成
三
十
年
度
か
ら
の
五
ヵ
年

計
画
で
、
大
き
く
四
つ
の
体
系
①
商
工
会

の
組
織
・
体
制
整
備
に
対
す
る
支
援
策
②

商
工
会
の
実
施
す
る
事
業
に
対
す
る
支
援

策
③
商
工
会
を
支
援
す
る
た
め
の
県
連
の

組
織
改
革
策
④
商
工
会
を
支
援
す
る
た
め

の
県
連
財
政
健
全
化
策
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

　

今
後
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
事
業
の
ス
ケ

ジ
ュ
ー
ル
に
沿
っ
て
単
年
度
計
画
に
反
映

さ
せ
、
Ｐ
Ｄ
Ｃ
Ａ
サ
イ
ク
ル
を
循
環
さ
せ

な
が
ら
実
行
し
て
い
く
。

県
連
中
期
計
画
を
承
認

  
平
成
三
十
年
度
か
ら
五
ヵ
年
計
画
で
実
行

●
昭
和
町
商
工
会

Ｓ
Ｃ
で
自
慢
の
逸
品
を
実
演
販
売

　

昭
和
町
商
工
会
は
、
一
月
十
二
日
～
十
四

日
の
三
日
間
、
イ
オ
ン
モ
ー
ル
甲
府
昭
和
店

に
お
い
て
、「
昭
和
町
商
工
会
逸
品
フ
ェ
ア
」

を
開
催
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
、
平
成
十
九
年
か
ら
発
行
し

て
い
る
「
し
ょ
う
わ
く
ら
し
の
便
利
帳
」
に

参
加
し
て
い
る
事
業
所
か
ら
、
十
一
社
が
出

展
し
た
も
の
で
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
慢
の
逸
品

を
実
演
販
売
し
た
。

　

販
路
先
を
模
索
し
て
い
る
小
規
模
事
業

者
に
対
し
、
Ｓ
Ｃ
の
協
力
を
得
て
、
実
演
販

売
を
行
う
こ
と
で
販
路
の
開
拓
が
図
ら
れ

る
と
と
も

に
、
大
型

店
の
来
店

者
の
ニ
ー

ズ
を
把
握

し
、
今
後

の
事
業
展

開
に
繋
げ

て
い
き
た

い
と
考
え

て
い
る
。

●
市
川
三
郷
町
商
工
会

暖
房
消
し
て
、
お
得
な
特
典

「
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ
ア
」
事
業
を
実
施

　

市
川
三
郷
町

商
工
会
・
サ
ー

ビ

ス

業

部

会

で
は
、
十
二
月

十
五
日
～
二
月

二
十
八
日
ま
で

「
ウ
ォ
ー
ム
シ
ェ

ア
」
事
業
を
実
施
し
て
い
る
。
こ
れ
は
、
一

人
ひ
と
り
が
暖
房
を
使
う
の
で
は
な
く
、
家

族
や
近
所
で
一
つ
の
部
屋
に
集
ま
る
こ
と

や
、
み
ん
な
が
暖
房
を
止
め
て
街
に
出
か
け

る
こ
と
で
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
の
節
約
や
街
の
活

性
化
に
つ
な
げ
よ
う
と
い
う
も
の
で
あ
る
。

　

協
賛
事
業
所
は
、
飲
食
店
、
理
容
店
、
自

動
車
整
備
工
場
な
ど
、
町
内
の
十
二
店
。

 

期
間
中
、
店
舗
に
行
き
、「
家
の
暖
房
を
止

め
て
き
ま
し
た
」
と
声
を
か
け
る
と
、
温
か

い
飲
み
物
や
柿
バ
タ
ー
の
提
供
、
ヘ
ッ
ド
ス

パ
の
利
用
な
ど
各
店
独
自
の
温
か
い
サ
ー

ビ
ス
を
受
け
ら
れ
る
。
み
ん
な
が
集
ま
る
こ

と
で
、
暖
か
さ
だ
け
で
は
な
く
、
楽
し
さ
や

う
れ
し
さ
も
シ
ェ
ア
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
と

な
っ
て
い
る
。

商
工
会
T
O
P
I
C
S

 

～
各
商
工
会
の
元
気
な
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
～

会員さんによるイオンモール甲府昭和店での実演販売

ウォームシェア事業によるサービス（ヘッドスパ）
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甲府税務署

〜確定申告の大切なお知らせ〜
申告書・申請書の提出にはマイナンバー
の記載が必要です

平成２９年分の確定申告では、平成２８年分に引き続き、
申告書にマイナンバーの記載が必要となります。
申告書提出の際には、本人確認書類（番号確認書類と身
元確認書類）の提示又は写しの添付が必要になります。

医療費控除の手続きが変わります
平成２９年分の確定申告から、医療費の領収証の提出が
不要となります。
医療費の領収証の代わりに、医療費控除の明細書の添
付が必要となります。
医療保険者から交付を受けた医療費通知を添付すると、
明細の記入を省略できます。
（医療費通知とは、健康保険組合等が発行する「医療費
のお知らせ」などです。）
医療費の領収証は、自宅で５年間保存する必要があります。
（税務署から求められたときは、提示又は提出しなけれ
ばなりません。）
医療費控除の明細書は、国税庁ホームページからダウン
ロードできます。

申告書の作成は、国税庁ホームページ
「確定申告書等作成コーナー」をご利用
ください

作成した申告書等は、e-Taxを利用して提出できます。
また、印刷して郵送等により提出することもできます。

確定申告期間中は、２４時間いつでもご利用できます。

収入金額や控除金額などを入力することで、税額を自動
で計算できます。
作成した申告書等のデータを保存しておけば、翌年の申
告で利用できます。

作成コーナー

www.keisan.nta.go.jp

中小企業景況調査

製造業

建設業

小売業

サービス業

上 昇上 昇上 昇

上 昇

表示
好　調 やや好調 普　通 やや不振 不　振

-18.98.1 -5.6

20.0～ 0.0～19.9 -0.1～-19.9 -20.0～-39.9 -40.0～Ｄ Ｉ

　この調査は、県内１９商工会地域の製造業、建設業、小売

業、サービス業の４業種１６４社を対象に、売上額や資金繰

りなど前年同期や前期と比較しての状況や直面している経営

上の問題点など会員事業所の景気動向を把握するために四半

期ごとに調査し、集計値をＤＩ(※)で表している。

＝ 平成２9年10月～12月期 ＝
○製造業の業況ＤＩは、前期マイナス13.5から0.0に上昇し
た。

○建設業の業況ＤＩは、前期4.0から今期は0.0に下降した。

○小売業の業況ＤＩは、前期マイナス47.8からマイナス57.4
に下降した。

○サービス業の業況ＤＩは、前期マイナス25.0からマイナス
34.6に下降した。

《主な経営上の問題点》
需要の停滞（23.5％）、生産設備の不足・老朽化（17.6％）

《売上額》 《採　算》 《資金繰り》

《主な経営上の問題点》
大型店・中型店の進出による競争の激化（24.4％）、消費者ニーズ
の変化（22.2％）

《売上額》 《採　算》 《資金繰り》

4.1-8.3 -16.7

-32.0-62.0 -50.0

-30.8-34.0 -47.1

《主な経営上の問題点》
材料価格の上昇（20.8％）、人件費の増加、従業員の確保難、熟
練技術者の確保難、民間の停滞（12.5％）

（※）ＤＩとは、ディフュージョン・インデックス（景気動向指数）の略で、各調査項目につ
いて「増加」・「好転」したなどとする企業割合から「減少」・「悪化」したなどとする
企業割合を差し引いた値のこと。

《完成工事額》 《採　算》 《資金繰り》

《主な経営上の問題点》
需要の停滞（24.5％）、利用者ニーズの変化（20.4％）

《売上額》 《採　算》 《資金繰り》

下 降 下 降

下 降

下 降 下 降 下 降

横 這い 横 這い

1

1
2
3
4

1

5

2
3

4

2
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　韮崎市商工会では、買物弱者への対策や各店のお

もてなしの推進活動など商店街の活性化に取り組ん

できた。

　今回、新しい取り組みとして「にらさき☆店（スター

ショップ）プロデュースプロジェクト」を展開し、大

学生のアイデアやマンパワーを活用した商店街の賑

わいづくりをスタートさせた。本事業は県内の８つの

大学、短大により組織される未来計画研究社が実施

する「Ｍｉｒａｉプロジェクト」の一つである。企業や

団体が学生と協働で取り組みたい事業を提案、プロ

ジェクトに対する本気度や学生の主体的な関わり方、

事業の社会への貢献度などにより選考された２４の

事業が実施されている。学生にとっては企業経営者

達と実際の仕事に触れることで地域で働くことへの

可能性を見出してもらう目的もある。韮崎市商工会

の取り組みでは４名の学生が活動しており、学生目線

で今までにない切り口から商品やサービスなどの魅

力を伝えるためのプロモーション事業を行っている。

商工会の役職員や中小企業診断士、デザイナーなど

専門家も携わる中で学生が主体となっている。商店

街を巡回しＰＲする店舗の決定から企画内容の検討、

意見交換会などによりプロデュースの方法を検討し

た。続いて事業者や商品にスポットをあてたＰＲ動画

を撮影、編集した動画をユーチューブ等で公開して

いく。最終的にはプロジェクトの成果を発表する報告

会も行われるため、取り組む学生も真剣である。参加

店も積極的に協力し、学生目線を取り入れた各店の

プロモーション動画が撮影されている。

　また、各商店で撮影した動画を繫げて商業エリア

としての魅力を発信することができるほか、動画を

撮影、公開する商店が増え、本取り組みが拡大してい

くことが期待され

る。

　地域の商店街

を取り巻く環境が

厳しさを増してい

く中で、学生との

協働で取り組む本

プロジェクトは、

活性化の新たな

方途となる可能性

が感じられる。

韮崎市商工会

学生目線で、魅力を発信
〜大学生との恊働により、商店をプロデュース〜

94NoNo 94

Mirai プロジェクト説明会

　

　「樹の鞄」さんは、彫刻家歴２８年の亀井勇樹さんが、１９年

前に都内から現在の北杜市大泉町に工房兼ギャラリーを移

転。奥様にプレゼントした木製の鞄が好評であったことが

きっかけで、北海道の樹齢１５０年以上のシナノキを原材料

に「樹の鞄」（商標登録済）の製作を始めました。

　「樹の鞄」の製作は使用する道具も亀井さん本人の手作

りで、作業工程も伐採したシナノキの原木を製材するとこ

ろから始まります。樹でできた鞄という概念を覆し、独創性

豊かで繊細な作品は正に唯一無二で、一点ごとシリアルナ

ンバーが刻まれ現在その数

は３，２００を超えています。

常に形は決めず樹に合わ

せた発想力が求められるた

め、年間製作数は７０点余り

となりますが、ディテール

にまでこだわっているため

「持つ人」、「見る人」を飽き

させません。

　昨年１２月には、広島三越において「ユーザーズファッショ

ンショー」を自身の持ち込み企画として開催。更に今年１月

からは、豪華客船飛鳥Ⅱに乗船し、製作・販売活動を行うな

ど、常に新しいことへチャ

レンジされています。

　他に真似のできない技

術と品質に直接触れてみ

てはいかがでしょうか？

きっと新たな発見がある

はずです。

　　　　(調査員N2＆O)

クチコミ情報しあわせ
調査員の

遊び心溢れる「樹の鞄」

製作に取り組む亀井さん

住 所：〒４０９－１５０２　
　　　　北杜市大泉町谷戸５９９３－１
ＴＥＬ：０５５１－３８－２７４１
ＵＲＬ： http://www.kinokaban.com/
営業時間：展示会等を除く
　　　　　　土・日曜日１１：００～１６：００（要予約）

樹 の 鞄


